台湾探訪と二・二八事件・白色テロ　―台湾現代史の負の遺構を訪れる― by 京 俊介
一は
じ
め
に
本
稿
は
、
台
湾
に
お
け
る
二
・
二
八
事
件
お
よ
び
白
色
テ
ロ
(
白
色
恐
怖)
に
関
す
る
施
設
・
遺
構
を
紹
介
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
へ
の
外
国
人
観
光
客
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
台
湾
を
観
光
目
的
で
訪
れ
る
外
国
人
は
、
そ
の
豊
か
な
食
文
化
を
楽
し
む
こ
と
や
華
や
か
な
観
光
地
を
訪
れ
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
台
湾
を
訪
問
す
る
際
の
大
き
な
魅
力
で
は
あ
る
が
、
歴
史
を
知
り
、
教
養
を
深
め
る
と
い
っ
た
視
点
に
基
づ
く
観
光
の
仕
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
視
点
に
照
ら
し
、
本
稿
は
、
中
京
大
学
と
国
立
政
治
大
学
・
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
と
の
交
流
事
業
を
通
じ
て
筆
者
が
訪
問
し
た
、
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
に
関
係
す
る
施
設
を
紹
介
す
る
。
そ
の
際
、
多
く
の
日
本
人
観
光
客
が
台
湾
を
訪
れ
る
際
に
手
に
す
る
で
あ
ろ
う
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
、
英
語
圏
の
旅
行
者
に
と
っ
て
最
も
一
般
的
な
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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台
湾
探
訪
と
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
台
湾
現
代
史
の
負
の
遺
構
を
訪
れ
る
京
俊
介
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
の
施
設
が
台
湾
人
に
と
っ
て
自
国
の
歴
史
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
に
も
価
値
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
位
置
付
け
と
い
う
視
点
か
ら
、
外
国
人
観
光
客
が
そ
れ
ら
の
施
設
を
訪
れ
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
二
本
稿
の
問
題
意
識
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
(
事
実
上
の
駐
日
大
使
館
に
相
当
す
る)
の
委
託
を
受
け
て
行
わ
れ
た
、
日
本
人
を
対
象
と
し
た
台
湾
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
が
｢
台
湾｣
と
聞
い
て
思
い
つ
く
こ
と
(
複
数
回
答
可)
の
上
位
四
項
目
は
、
上
位
か
ら
順
に
、｢
日
本
に
友
好
的
(
七
一
・
九
％)｣
｢
食
べ
物
が
お
い
し
い
(
四
五
・
九
％)｣
｢
日
本
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
(
三
九
・
〇
％)｣
｢
観
光
地
が
豊
富
(
三
五
・
八
％)｣
で
あ
る
(
１)
。
日
本
の
書
店
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
台
湾
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
い
く
つ
か
眺
め
て
み
て
も
、
食
に
関
す
る
も
の
、
日
本
統
治
時
代
の
建
築
物
ほ
か
日
本
と
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
(
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
の
で
当
然
で
は
あ
る
が)
観
光
地
に
関
す
る
記
載
が
目
立
っ
て
お
り
、
こ
の
調
査
に
お
け
る
日
本
人
の
台
湾
イ
メ
ー
ジ
と
一
致
す
る
。
他
方
、
七
位
に
は
｢
自
由
・
民
主
主
義
の
国
(
二
〇
・
六
％)｣
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
台
湾
と
聞
い
て
｢
日
本
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る｣
こ
と
を
思
い
つ
く
日
本
人
が
約
四
割
い
る
こ
と
か
ら
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
多
く
は
終
戦
時
ま
で
は
台
湾
が
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
し
て
約
二
割
が
｢
台
湾｣
と
聞
い
て
、
現
在
は
自
由
民
主
主
義
体
制
の
国
で
あ
る
こ
と
を
思
い
つ
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
終
戦
時
か
ら
現
在
ま
で
の
台
湾
の
姿
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
台
湾
に
多
数
訪
れ
て
い
る
日
本
人
観
光
客
が
理
解
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
筆
者
自
身
が
学
生
時
代
に
台
湾
を
初
め
て
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
て
も
、
さ
ら
に
は
台
湾
に
強
い
関
心
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
本
交
流
事
業
に
お
け
る
初
回
の
訪
台
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
136
て
み
て
も
、
甚
だ
心
許
な
い
(
も
ち
ろ
ん
単
に
筆
者
の
み
が
無
知
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
が)
。
以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
な
が
ら
、
本
報
告
は
、
中
京
大
学
と
、
国
立
政
治
大
学
お
よ
び
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
と
の
交
流
事
業
を
通
じ
て
、
筆
者
が
二
〇
一
六
年
二
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月
の
間
に
四
度
訪
台
す
る
機
会
を
得
て
訪
問
し
た
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
に
関
す
る
展
示
の
あ
る
施
設
や
遺
構
を
紹
介
す
る
。
そ
の
際
、
単
に
紹
介
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
う
い
っ
た
施
設
に
関
心
を
も
つ
も
の
の
事
前
に
詳
細
な
調
査
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
一
般
的
な
外
国
人
観
光
客
が
そ
の
施
設
や
遺
構
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
を
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。
三
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
に
関
す
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
述
次
節
で
は
、
筆
者
が
訪
問
し
た
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
に
関
す
る
五
つ
の
施
設
・
遺
構
を
紹
介
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
そ
も
そ
も
台
湾
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が
二
・
二
八
事
件
等
の
こ
と
を
知
り
う
る
の
か
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
以
下
、
調
査
対
象
と
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
現
在
の
日
本
人
が
海
外
旅
行
を
す
る
際
に
参
照
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
最
も
｢
定
番｣
で
あ
る
と
言
え
る
、『
地
球
の
歩
き
方』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社)
の
｢
台
湾｣
各
年
版
(
２)
、
名
古
屋
市
内
の
大
型
書
店
の
海
外
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ
ー
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
物
(
台
湾
だ
け
で
な
く
他
の
国
の
版
が
あ
る
も
の)
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
台
湾
お
よ
び
台
北
版
(
本
稿
末
に
リ
ス
ト
を
記
載
。
台
湾
版
一
〇
冊
、
台
北
版
一
二
冊
の
計
二
二
冊
(
３))
、
お
よ
び
、
英
語
圏
で
最
も
一
般
的
な
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
さ
れ
る
、L
on
ely
P
la
n
et
(L
on
ely
P
lan
et
P
u
blication
s)
の
台
湾
版
(
主
と
し
て
二
〇
〇
一
年
以
降
の
版
(
４))
で
あ
る
。
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『地
球
の
歩
き
方』
は
、
一
九
九
一
―
九
二
年
版
か
ら
毎
年
版
に
｢
台
湾
小
史｣
(
一
九
九
七
―
九
八
年
版
で
大
幅
に
改
訂
、
二
〇
〇
三
―
〇
四
年
版
か
ら
は
｢
台
湾
の
歴
史｣
と
改
称)
と
し
て
二
・
二
八
事
件
を
含
む
台
湾
の
通
史
を
掲
載
し
て
い
る
(
執
筆
者
は
澁
谷
司
・
拓
殖
大
学
教
授)
。
二
・
二
八
事
件
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
(
５)
。
事
件
は
、
一
九
四
七
年
二
月
二
七
日
の
夜
、
台
北
市
で
国
民
党
の
専
売
局
ヤ
ミ
タ
バ
コ
摘
発
隊
が
、
逃
げ
遅
れ
た
寡
婦
を
殴
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
れ
に
抗
議
し
て
集
ま
っ
た
台
湾
人
に
向
か
っ
て
発
砲
し
、
ひ
と
り
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
翌
二
八
日
、
台
湾
人
の
デ
モ
隊
が
専
売
局
に
押
し
か
け
、
さ
ら
に
、
行
政
長
官
公
署
に
向
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
と
き
、
機
関
銃
の
一
斉
掃
射
を
受
け
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
憤
慨
し
た
台
湾
人
ら
は
、｢
光
復｣
後
の
台
湾
に
移
住
し
て
き
た
外
省
人
の
店
舗
を
焼
き
討
ち
に
し
た
。
ま
た
、
台
北
市
放
送
局
を
占
拠
し
、
全
島
民
が
呼
応
し
て
決
起
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
こ
の
国
民
党
に
対
す
る
台
湾
人
の
｢
反
乱｣
は
、
結
局
、
蒋
介
石
の
指
示
に
よ
っ
て
武
力
鎮
圧
さ
れ
、｢
台
湾
人｣
エ
リ
ー
ト
層
の
か
な
り
の
人
数
(
数
千
人
と
い
わ
れ
て
い
る)
が
闇
へ
葬
り
去
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、
本
省
人
(
＝｢
台
湾
人｣)
と
外
省
人
(
＝
｢
中
国
人｣)
と
の
角
逐
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
・
二
八
事
件
に
よ
っ
て
再
び
中
国
に
対
す
る
幻
滅
を
経
験
し
た
｢
台
湾
人｣
は
、
中
国
大
陸
と
の
精
神
的
依
存
状
態
か
ら
、
ほ
ぼ
脱
却
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
L
on
ely
P
la
n
et
に
お
い
て
は
、
二
・
二
八
事
件
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
一
年
版
の
｢
台
湾
に
関
す
る
事
実
―
歴
史｣
の
中
で
は
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
中
西
部
の
都
市
・
嘉
義
の
紹
介
ペ
ー
ジ
の
中
に
は
見
開
き
の
三
分
の
二
ほ
ど
を
占
め
る
コ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
(
三
三
二
〜
三
三
三
頁)
。
事
の
起
こ
り
に
つ
い
て
の
記
述
は
上
に
引
用
し
た
『
地
球
の
歩
き
方』
の
記
述
と
大
差
な
い
が
、
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
全
島
に
広
ま
っ
た
後
の
記
述
に
つ
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
引
用
し
て
お
く
(
以
下
、L
on
ely
138
P
la
n
et
の
日
本
語
訳
は
全
て
筆
者
に
よ
る)
。
陳
儀
は
狼
狽
し
た
。
続
く
一
〇
日
間
は
抗
議
者
と
の
交
渉
に
応
じ
る
ふ
り
を
す
る
一
方
で
、(
中
国
大
陸
の
南
京
に
い
た)
蒋
介
石
に
援
軍
を
送
る
よ
う
打
電
し
て
い
た
。
自
由
な
報
道
は
封
じ
ら
れ
た
。
一
九
四
七
年
三
月
一
〇
日
、
戒
厳
令
が
布
告
さ
れ
た
。
そ
れ
は
そ
の
後
四
〇
年
間
有
効
な
ま
ま
維
持
さ
れ
た
。
大
陸
の
軍
隊
が
台
湾
に
到
着
し
た
と
き
、
彼
ら
は
政
府
の
統
治
に
対
す
る
あ
り
う
る
抵
抗
を
全
て
速
や
か
に
打
破
せ
よ
と
い
う
命
令
を
受
け
て
い
た
。
正
確
な
死
者
の
数
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
万
八
〇
〇
〇
人
か
ら
二
万
八
〇
〇
〇
人
の
間
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
殺
害
は
数
週
間
を
超
え
て
行
わ
れ
た
。
抗
議
者
と
し
て
知
ら
れ
た
人
々
が
特
に
狙
わ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
法
律
家
、
医
者
、
教
員
、
学
生
と
い
っ
た
、
他
の
潜
在
的
な
｢
厄
介
者
(trou
ble-m
ak
ers)｣
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、N
ew
Y
ork
T
im
es
やN
ew
sw
eek
で
事
件
が
報
じ
ら
れ
た
も
の
の
世
界
が
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
駐
台
ア
メ
リ
カ
領
事
を
通
じ
て
助
け
が
求
め
ら
れ
た
も
の
の
ア
メ
リ
カ
政
府
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
の
二
〇
〇
四
年
版
で
は
、
二
・
二
八
事
件
は
｢
歴
史｣
の
中
の
コ
ラ
ム
と
し
て
、｢
国
民
党
統
治
下
の
台
湾｣
の
ペ
ー
ジ
に
お
か
れ
て
い
る
(
二
五
頁)
。
割
か
れ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
は
二
〇
〇
一
年
版
の
半
分
以
下
の
半
頁
ほ
ど
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
版
で
は
、｢
台
湾
の
白
色
テ
ロ｣
と
題
す
る
コ
ラ
ム
が
緑
島
の
ペ
ー
ジ
に
新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
る
(
一
八
八
頁)
。
台
湾
の
歴
史
で
最
も
暗
い
時
代
の
一
つ
は
、
白
色
テ
ロ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
政
府
は
島
中
の
政
治
活
動
家
を
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粛
正
す
る
大
規
模
な
運
動
を
開
始
し
た
。
政
府
の
政
策
に
抗
議
し
た
多
く
の
人
は
拘
留
さ
れ
、
国
家
転
覆
の
罪
を
着
せ
ら
れ
、
死
刑
ま
た
は
終
身
刑
に
処
さ
れ
た
。
拘
留
さ
れ
た
人
の
中
に
は
た
し
か
に
政
治
的
ス
パ
イ
も
い
た
が
、
多
く
は
不
当
に
告
発
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
九
万
人
を
超
え
る
人
々
が
拘
留
さ
れ
、
少
な
く
と
も
そ
の
半
数
が
処
刑
さ
れ
た
。
台
湾
人
だ
け
が
対
象
で
は
な
く
、
か
な
り
の
数
の
大
陸
系
中
国
人
も
拘
留
ま
た
は
殺
害
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
版
で
は
、
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
の
コ
ラ
ム
は
と
も
に
｢
蒋
政
権
期
の
台
湾｣
に
お
か
れ
、
続
く
二
〇
一
一
年
版
で
も
そ
の
方
針
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
版
で
は
、
白
色
テ
ロ
の
コ
ラ
ム
が
削
除
さ
れ
た
が
、
代
わ
り
に
｢
軍
の
狂
気｣
と
題
す
る
コ
ラ
ム
が
お
か
れ
た
(
三
三
二
頁)
。
こ
こ
に
は
最
近
の
政
府
の
研
究
に
依
拠
し
、
戒
厳
令
下
に
お
い
て
｢
一
四
万
人
を
超
え
る
人
々
が
拘
留
さ
れ
(
多
く
は
拷
問
さ
れ
て
緑
島
の
収
容
所
へ
送
ら
れ
た)
、
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
人
が
処
刑
さ
れ
た｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
く
二
〇
一
七
年
版
で
の
大
き
な
変
化
は
、
二
・
二
八
事
件
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
す
る
コ
ラ
ム
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
・
二
八
事
件
に
つ
い
て
は
、
二
二
八
和
平
公
園
や
台
北
二
二
八
紀
念
館
の
紹
介
ペ
ー
ジ
(
五
九
頁)
、
そ
し
て
｢
歴
史｣
の
ペ
ー
ジ
の
下
部
に
掲
載
さ
れ
た
｢
年
表｣
に
お
け
る
｢
闇
市
の
タ
バ
コ
売
り
と
専
売
局
の
役
人
の
衝
突
が
国
民
党
統
治
に
対
す
る
全
島
規
模
の
反
乱
へ
と
つ
な
が
る
。
こ
れ
が
二
・
二
八
事
件
と
し
て
知
ら
れ
る｣
と
い
う
記
述
(
三
三
〇
頁)
、
お
よ
び
、
歴
史
の
記
述
本
文
中
に
｢
一
九
四
七
年
に
政
府
に
対
す
る
反
乱
が
生
じ
、
数
万
人
の
市
民
の
死
に
つ
な
が
っ
た｣
と
い
う
記
述
(
三
三
二
頁)
の
み
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
白
色
テ
ロ
の
コ
ラ
ム
は
復
活
し
(
三
二
九
頁)
、｢
軍
の
狂
気｣
の
コ
ラ
ム
も
維
持
さ
れ
て
い
る
(
三
二
七
頁)
。
そ
の
た
め
、
二
・
二
八
事
件
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、｢
軍
の
狂
気｣
の
コ
ラ
ム
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
の
ペ
ー
ジ
に
配
置
さ
れ
、
白
色
テ
ロ
の
コ
ラ
ム
は
清
朝
時
代
と
日
本
の
植
民
地
時
代
の
ペ
ー
ジ
に
配
置
さ
れ
る
と
い
う
、
読
み
に
く
い
編
140
集
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
地
球
の
歩
き
方』
で
は
二
・
二
八
事
件
に
つ
い
て
そ
の
背
景
や
帰
結
を
一
通
り
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
L
on
ely
P
la
n
et
で
は
二
・
二
八
事
件
が
国
際
的
な
反
応
も
含
め
て
よ
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、『
地
球
の
歩
き
方』
以
外
の
、
一
般
的
な
日
本
人
観
光
客
が
手
に
取
る
で
あ
ろ
う
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
ど
う
か
。
調
査
対
象
と
し
た
二
二
冊
の
う
ち
、
『
タ
ビ
ト
モ
台
湾
高
雄
・
台
南
・
花
蓮
・
台
北』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
八
年)
、『
こ
と
り
っ
ぷ
海
外
版
台
北』
(
昭
文
社
、
二
〇
一
四
年)
、
お
よ
び
、『
ま
っ
ぷ
る
台
湾
一
九』
(
昭
文
社
、
二
〇
一
八
年)
の
三
冊
に
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
一
九
冊
に
は
記
述
が
な
か
っ
た
。
台
湾
を
訪
れ
る
日
本
人
観
光
客
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
シ
ェ
ア
は
不
明
で
あ
る
が
、
掲
載
冊
数
か
ら
み
る
限
り
、
多
く
の
日
本
人
観
光
客
は
、
少
な
く
と
も
台
湾
を
初
め
て
訪
れ
た
時
点
で
は
、『
地
球
の
歩
き
方』
の
｢
台
湾
の
歴
史｣
等
を
読
ん
で
い
な
い
限
り
、
二
・
二
八
事
件
に
つ
い
て
よ
く
知
り
得
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
掲
載
が
あ
っ
た
三
冊
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
二
月
二
八
日
に
台
北
で
発
生
し
た
本
省
人
と
外
省
人
と
の
抗
争
。
一
九
九
二
年
の
刑
法
改
正
ま
で
の
間
に
、
約
二
万
八
〇
〇
〇
人
も
の
本
省
人
が
殺
害
・
処
刑
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。(『
タ
ビ
ト
モ
台
湾
高
雄
・
台
南
・
花
蓮
・
台
北』
、
九
頁)二
二
八
事
件
は
終
戦
後
、
中
華
民
国
政
府
の
横
暴
に
対
し
、
民
衆
が
蜂
起
し
た
事
件
。(『
こ
と
り
っ
ぷ
海
外
版
台
北』
、
七
五
頁)
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一
九
四
七
年
二
月
二
八
日
に
台
北
市
で
発
生
し
、
多
く
の
死
者
を
出
し
た
弾
圧
事
件
。
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
た
本
省
人
(
台
湾
人)
と
外
省
人
(
在
台
中
国
人)
と
の
大
規
模
な
抗
争
で
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
三
八
年
も
の
間
、
戒
厳
令
が
敷
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。(『
ま
っ
ぷ
る
台
湾
一
九』
、
七
〇
頁)
い
ず
れ
も
短
い
記
述
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
二
・
二
八
事
件
と
そ
の
後
の
白
色
テ
ロ
の
重
大
性
や
残
虐
性
を
十
分
に
捉
え
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
以
下
で
は
、
二
・
二
八
事
件
に
関
す
る
予
備
知
識
が
な
く
て
も
、
外
国
人
観
光
客
が
比
較
的
容
易
に
た
ど
り
着
く
こ
と
の
で
き
る
、
台
北
二
二
八
紀
念
館
か
ら
順
に
紹
介
す
る
。
四
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
に
関
す
る
施
設
・
遺
構
の
紹
介
四
、
一
台
北
二
二
八
紀
念
館(
台
北
市)
台
北
二
二
八
紀
念
館
は
、
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
を
包
括
的
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
館
で
あ
る
。
二
二
八
和
平
公
園
内
に
あ
り
、
同
公
園
内
に
は
二
・
二
八
事
件
の
記
念
碑
も
あ
る
。
二
二
八
和
平
公
園
は
、
一
九
九
六
年
に
改
称
さ
れ
て
現
在
の
名
に
な
っ
て
い
る
。
改
称
直
後
に
出
版
さ
れ
た
『
地
球
の
歩
き
方
台
湾』
(
一
九
九
七
―
九
八
年
版)
に
は
早
く
も
ガ
イ
ド
項
目
が
登
場
し
(
そ
れ
以
前
は
地
図
上
に
｢
台
北
新
公
園｣
と
し
て
の
み
掲
載)
、
一
九
九
九
―
二
〇
〇
〇
年
版
か
ら
し
ば
ら
く
は
(
一
時
を
除
い
て)
記
念
碑
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
二
―
〇
三
年
版
か
ら
は
紀
念
館
の
記
述
が
追
加
さ
れ
(
紀
念
館
の
写
真
は
二
〇
一
四
―
一
五
年
版
か
ら
掲
載)
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
二
二
八
和
平
公
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園
は
、
二
二
冊
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
う
ち
一
一
冊
に
ガ
イ
ド
項
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
主
要
な
観
光
地
で
あ
る
。
た
だ
し
、
台
北
二
二
八
紀
念
館
に
つ
い
て
は
、
た
っ
た
三
冊
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
二
二
八
和
平
公
園
を
訪
れ
る
観
光
客
は
多
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
目
に
留
ま
る
機
会
も
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、L
on
ely
P
la
n
et
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
版
か
ら
二
二
八
和
平
公
園
の
ガ
イ
ド
項
目
内
に
台
北
二
二
八
紀
念
館
が
記
載
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
版
か
ら
は
独
立
し
た
ガ
イ
ド
項
目
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
各
地
へ
の
交
通
の
起
点
で
あ
る
台
北
駅
や
観
光
名
所
で
あ
る
総
統
府
か
ら
も
徒
歩
圏
内
で
あ
る
た
め
(
図
一)
、
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
通
常
の
観
光
の
合
間
で
あ
っ
て
も
訪
れ
や
す
い
立
地
に
あ
る
。
入
場
料
は
二
〇
元
(
約
八
〇
円)
と
安
く
、
無
料
で
日
本
語
案
内
資
料
も
参
照
で
き
る
。L
on
ely
P
la
n
et
に
よ
れ
ば
、
英
語
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
案
内
し
て
く
れ
る
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
(
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
一
一
年
版)
、
各
国
語
版
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ガ
イ
ド
も
利
用
で
き
る
と
記
さ
れ
て
い
る
(
二
〇
〇
七
、
二
〇
一
一
、
二
〇
一
七
年
版)
。
な
お
、
筆
者
が
二
〇
一
七
年
二
月
二
八
日
(
二
・
二
八
事
件
七
〇
周
年
の
式
典
が
開
催
さ
れ
た
日)
に
訪
れ
た
際
に
は
、
薛
化
元
教
授
(
国
立
政
治
大
学)
が
理
事
長
を
務
め
る
財
団
法
人
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
日
本
語
の
で
き
る
方
に
よ
る
案
内
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
売
店
で
は
展
示
の
詳
細
を
日
本
語
で
解
説
し
た
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図
一
台
北
の
地
図
(
出
典：
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
に
筆
者
追
記)
『台
北
二
二
八
記
念
館
の
常
設
展
示
特
集』
(
一
〇
〇
元)
も
入
手
可
能
で
あ
る
。
上
述
し
た
通
り
、
日
本
の
一
般
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
、
当
施
設
は
ガ
イ
ド
項
目
と
し
て
は
た
っ
た
三
冊
に
し
か
掲
載
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
半
数
が
掲
載
し
て
い
る
二
二
八
和
平
記
念
公
園
に
あ
る
の
で
、
台
北
観
光
の
際
に
こ
こ
を
訪
れ
る
日
本
人
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
自
身
も
、
ま
だ
二
・
二
八
事
件
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
大
学
生
の
と
き
に
偶
然
訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
休
館
日
で
あ
り
、
施
設
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
展
示
を
見
た
の
み
で
、
後
は
同
行
し
た
友
人
た
ち
と
近
く
の
｢
健
康
歩
道｣
(
足
ツ
ボ
を
刺
激
す
る
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
道)
に
挑
戦
し
た
記
憶
と
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
施
設
の
建
物
は
、
日
本
統
治
時
代
に
は
台
湾
放
送
協
会
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
(
写
真
一)
。
四
、
二
二
二
八
国
家
記
念
館(
台
北
市)
二
二
八
国
家
記
念
館
も
、
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
を
包
括
的
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
館
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
台
北
二
二
八
紀
念
館
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
受
難
者
の
名
誉
回
復
運
動
の
た
め
の
施
144
写
真
一
台
北
二
二
八
紀
念
館
(
撮
影：
檜
山
幸
夫
氏)
設
と
い
う
性
質
を
も
つ
た
め
か
、
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
の
被
害
者(
受
難
者)
の
横
顔
の
紹
介
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
知
的
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
被
害
者
た
ち
の
中
に
は
、
日
本
(
当
時
は
内
地)
の
大
学
の
卒
業
者
も
多
く
、
同
じ
大
学
の
後
輩
に
あ
た
る
日
本
人
に
と
っ
て
は
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
(
６)
。
こ
の
施
設
で
は
時
折
、
薛
化
元
教
授
監
修
の
特
別
展
も
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
台
北
二
二
八
紀
念
館
と
は
異
な
り
、
調
査
対
象
と
し
た
ど
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
こ
の
施
設
を
紹
介
す
る
項
目
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
施
設
は
入
場
無
料
で
、
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
中
正
紀
念
堂
か
ら
も
近
い
た
め
(
図
一)
、
つ
い
で
に
訪
れ
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
選
択
肢
で
あ
る
。
中
正
紀
念
堂
は
蒋
介
石
を
称
え
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
訪
れ
る
こ
と
は
、
戒
厳
令
下
に
お
け
る
蒋
介
石
や
国
民
党
政
府
の
表
の
顔
と
裏
の
顔
の
両
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
魅
力
的
な
観
光
ル
ー
ト
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
こ
の
施
設
も
、
日
本
統
治
時
代
の
建
物
(
台
湾
教
育
会
館)
が
使
用
さ
れ
て
い
る
(
写
真
二)
。
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写
真
二
二
二
八
国
家
記
念
館
(
撮
影：
檜
山
幸
夫
氏)
四
、
三
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館(
台
南
市)
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
(
写
真
三)
は
、
台
湾
の
歴
史
全
般
に
つ
い
て
の
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
博
物
館
で
あ
り
、
二
・
二
八
事
件
に
特
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
立
の
研
究
機
関
と
し
て
強
い
調
査
研
究
機
能
を
も
ち
、
二
・
二
八
事
件
に
関
す
る
資
料
調
査
を
継
続
的
に
行
っ
て
お
り
(
二
〇
一
八
年
三
月
の
訪
問
時
に
は
収
蔵
さ
れ
て
い
る
二
・
二
八
事
件
の
資
料
を
特
別
に
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た)
、
そ
の
成
果
を
定
期
的
に
二
・
二
八
事
件
の
特
別
展
と
し
て
公
開
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
訪
問
す
る
と
毎
回
異
な
る
展
示
に
出
会
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
観
光
客
に
と
っ
て
の
こ
の
施
設
の
難
点
は
、
台
南
市
の
郊
外
に
所
在
す
る
た
め
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
調
査
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
ガ
イ
ド
項
目
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
台
南
に
つ
い
て
は
台
南
駅
か
ら
近
い
旧
市
街
地
に
観
光
地
が
集
中
し
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
そ
れ
を
紹
介
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
台
湾
の
歴
史
全
般
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
台
湾
を
深
く
知
り
た
い
観
光
客
に
と
っ
て
は
、
台
南
観
光
の
際
に
半
日
ほ
ど
か
け
て
も
訪
れ
る
価
値
は
あ
る
。
146
写
真
三
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
(
撮
影：
筆
者)
以
上
は
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
を
｢
知
る｣
こ
と
の
で
き
る
資
料
館
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
二
・
二
八
事
件
を
｢
感
じ
る｣
こ
と
の
で
き
る
遺
構
を
紹
介
す
る
。
四
、
四
景
美
人
権
文
化
園
区(
新
北
市)
景
美
人
権
文
化
園
区
は
、
白
色
テ
ロ
の
時
代
に
拘
置
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
施
設
で
あ
る(
写
真
四)
。｢
政
治
犯｣
と
し
て
捕
縛
さ
れ
た
人
々
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
施
設
に
入
っ
て
見
学
す
る
こ
と
で
｢
感
じ
る｣
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
を
｢
知
る｣
こ
と
の
で
き
る
資
料
の
展
示
も
あ
る
。
資
料
の
展
示
の
う
ち
、｢
感
じ
る｣
と
い
う
点
で
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
、｢
政
治
犯｣
と
し
て
捕
縛
さ
れ
た
人
々
が
裁
か
れ
た
異
常
な
法
廷
を
復
元
し
た
展
示
で
あ
る
(
写
真
五)
。
実
際
に
裁
判
を
受
け
た
郭
振
純
氏
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
公
設
弁
護
士
は
被
告
に
不
利
な
事
柄
を
洗
い
ざ
ら
い
吐
き
出
さ
せ
る
の
が
本
務
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
裁
判
官
・
検
察
官
・
弁
護
士
の
三
者
は
、
あ
る
裁
判
が
終
わ
れ
ば
次
の
裁
判
で
は
衣
装
と
役
割
を
入
れ
替
え
て
お
り
、
裁
判
と
い
う
体
裁
を
整
え
る
だ
け
の
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ
た
(
７)
。
台湾探訪と二・二八事件・白色テロ (京)147
写
真
四
景
美
人
権
文
化
園
区
(
撮
影：
檜
山
幸
夫
氏)
調
査
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
当
施
設
の
記
載
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
景
美
と
い
う
地
域
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
有
名
な
夜
市
の
紹
介
し
か
な
い
。
た
だ
し
、
台
湾
在
住
の
日
本
人
が
台
湾
を
紹
介
し
て
い
る
個
人
ブ
ロ
グ
や
新
聞
記
者
に
よ
る
旅
行
記
に
は
詳
細
な
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
８)
。
台
北
近
郊
に
所
在
し
て
い
る
が
(
図
一)
、
地
下
鉄
駅
か
ら
徒
歩
一
五
分
程
度
か
か
る
距
離
に
あ
る
。
近
隣
に
は
上
述
し
た
夜
市
以
外
目
立
っ
た
観
光
地
は
な
い
が
、
同
じ
路
線
を
終
点
ま
で
行
け
ば
烏
来
な
ど
の
人
気
観
光
地
に
至
る
の
で
、
そ
の
道
中
に
立
ち
寄
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
当
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
を
見
た
と
こ
ろ
、
研
修
目
的
の
日
本
人
の
団
体
は
よ
く
こ
の
施
設
を
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
八
月
の
訪
問
時
に
は
、
白
色
テ
ロ
の
被
害
者
で
あ
る
郭
振
純
氏
が
施
設
や
展
示
の
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
(
写
真
六
(
９))
。
一
九
二
五
年
生
ま
れ
の
郭
氏
は
、
一
九
五
三
年
に
連
続
非
合
法
集
会
参
加
容
疑
で
逮
捕
・
投
獄
・
無
期
徒
刑
(
無
期
懲
役)
の
判
決
を
受
け
、
一
九
七
五
年
ま
で
各
地
で
収
監
さ
れ
た
。
郭
氏
の
受
難
経
験
は
日
本
の
雑
誌
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
手
記
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
(
)
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
連
載
を
ま
と
め
た
書
籍
が
出
148
写
真
五
軍
事
法
廷(
復
元)
(
撮
影：
小
坂
田
裕
子
氏)
版
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
般
的
な
読
者
が
通
し
て
読
む
た
め
の
敷
居
は
非
常
に
高
い
(
筆
者
は
国
会
図
書
館
で
時
間
を
か
け
て
複
写
・
収
集
し
た)
。
四
、
五
緑
島
人
権
文
化
園
区(
緑
島
郷)
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
緑
島
人
権
文
化
園
区
で
あ
る
。
緑
島
と
は
台
湾
本
島
の
南
東
あ
た
り
に
位
置
す
る
(
図
二)
、
一
周
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
さ
な
離
島
で
あ
る
。
白
色
恐
怖
の
時
代
に
は
以
下
で
紹
介
す
る
政
治
犯
の
収
容
所
で
有
名
で
あ
っ
た
ほ
か
は
(
)
、
小
さ
な
漁
民
の
島
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
な
さ
れ
、
夏
に
は
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
多
数
の
若
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
八
月
の
訪
問
時
は
ち
ょ
う
ど
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
若
者
グ
ル
ー
プ
が
海
水
浴
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
。
緑
島
へ
は
、
台
東
空
港
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
乗
っ
て
お
よ
そ
一
五
分
で
行
け
る
が
、
席
数
が
少
な
い
た
め
夏
は
予
約
を
と
る
の
が
難
し
い
ら
し
く
、
台
東
の
富
岡
漁
港
か
ら
一
時
間
程
度
の
高
速
船
に
よ
る
船
旅
が
現
実
的
で
あ
る
(
)
。
波
が
非
常
に
荒
い
外
海
で
、
そ
の
波
の
上
を
飛
ぶ
よ
う
に
船
が
走
っ
て
い
く
の
で
、
船
酔
い
に
は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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写
真
六
雑
居
房
で
の
就
寝
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
郭
氏
(
撮
影：
小
坂
田
裕
子
氏)
緑
島
人
権
文
化
園
区
は
、
白
色
恐
怖
の
時
代
に
政
治
犯
を
収
容
す
る
刑
務
所
等
と
し
て
使
用
さ
れ
た
施
設
や
資
料
館
か
ら
構
成
さ
れ
る
。｢
緑
洲
山
荘｣
で
は
、
一
九
七
二
〜
一
九
八
七
年
に
使
用
さ
れ
て
い
た
実
際
の
建
物
を
保
存
し
て
い
る
(
写
真
七)
。
外
壁
に
は
受
刑
者
の
思
想
を
改
造
す
る
目
的
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
残
る
な
ど
(
写
真
八
、
九
(
))
、
当
時
(
と
い
っ
150
図
二
台
湾
周
辺
の
地
図
(
出
典：
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
に
筆
者
追
記)
写
真
七
緑
洲
山
荘(｢
八
卦
楼｣
と
呼
ば
れ
る
建
物)
(
撮
影：
小
坂
田
裕
子
氏)
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写
真
八
思
想
改
造
の
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
①
(
撮
影：
鈴
木
哲
造
氏)
(
撮
影：
鈴
木
哲
造
氏)
写
真
九
思
想
改
造
の
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
②
て
も
た
っ
た
の
三
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た)
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
遺
構
で
あ
る
。
我
々
が
訪
れ
た
の
が
八
月
で
あ
り
、
当
時
の
建
物
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
当
然
エ
ア
コ
ン
は
な
か
っ
た
た
め
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
受
刑
者
の
生
活
の
辛
さ
を
思
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
｢
新
生
訓
導
処｣
は
、
一
九
五
一
〜
一
九
六
五
年
に
使
用
さ
れ
て
い
た
木
造
の
建
物
を
再
建
し
た
展
示
館
で
あ
る
(
写
真
一
〇)
。
受
刑
者
の
等
身
大
の
人
形
を
配
置
し
て
受
刑
者
の
生
活
を
再
現
す
る
展
示
な
ど
(
写
真
一
一)
、
当
時
の
建
物
内
の
状
況
を
再
現
す
る
展
示
も
あ
れ
ば
、
パ
ネ
ル
や
物
品
を
使
用
し
た
通
常
の
展
示
、
そ
し
て
被
害
者
の
一
覧
に
つ
い
て
の
展
示
も
あ
る
。
同
じ
敷
地
内
に
は
、
当
時
の
刑
務
所
全
体
の
様
子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
模
型
な
ど
を
展
示
し
た
資
料
館
も
あ
る
。
近
く
の
海
辺
に
は
｢
人
権
記
念
公
園｣
が
あ
り
、
白
色
テ
ロ
の
被
害
者
の
名
前
と
刑
の
種
類
が
刻
ま
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
記
さ
れ
て
い
る
名
前
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
が
、
被
害
に
遭
っ
た
年
ご
と
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
景
美
人
権
文
化
園
区
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
郭
振
純
氏
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
(
写
真
一
二)
。
そ
の
す
ぐ
上
に
は
郭
氏
の
手
記
に
た
び
た
び
登
場
す
る
｢
呉
卓
異｣
氏
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
郭
氏
も
緑
島
の
新
生
訓
導
処
に
収
用
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
れ
を
手
記
に
綴
っ
て
い
る
(
)
。
台
湾
島
北
端
の
基

港
か
ら
船
に
乗
せ
ら
れ
(
船
倉
に
積
み
込
ま
れ)
、
政
治
犯
以
外
の
囚
人
と
共
に
移
送
さ
れ
た
と
い
う
。
緑
島
は
台
湾
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
や
温
泉
を
楽
し
み
に
や
っ
て
来
た
外
国
人
観
光
客
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
つ
い
で
に
こ
の
施
設
を
訪
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
で
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
掲
載
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
『
地
球
の
歩
き
方』
に
は
、
最
も
古
い
一
九
八
七
―
八
八
年
版
か
ら
継
続
し
て
緑
島
の
紹
介
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
調
査
対
象
と
し
た
二
二
冊
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
う
ち
、
緑
島
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
は
二
冊
(『
地
球
の
歩
き
方
ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ｏ
台
湾
二
〇
一
九
―
二
〇』
お
よ
び
『
わ
が
ま
ま
歩
き
台
湾
[
第
一
一
版]』)
の
み
で
あ
っ
た
。
台
湾
を
訪
れ
る
日
本
人
観
光
客
が
偶
然
こ
の
地
に
た
ど
152
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写
真
一
〇
新
生
訓
導
処
(
撮
影：
鈴
木
哲
造
氏)
(
撮
影：
鈴
木
哲
造
氏)
写
真
一
一
受
刑
者
の
生
活
を
再
現
す
る
展
示
り
着
く
の
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
緑
島
人
権
文
化
園
区
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
地
球
の
歩
き
方』
(
二
〇
一
八
―
一
九
年
版
で
初
め
て
ガ
イ
ド
項
目
と
し
て
登
場
、
三
四
七
頁)
と
『
わ
が
ま
ま
歩
き
台
湾
[
第
一
一
版]』
(
二
八
八
頁)
の
み
で
あ
る
。
『
地
球
の
歩
き
方』
に
お
け
る
緑
島
の
紹
介
ペ
ー
ジ
の
記
述
を
、
一
九
八
七
―
八
八
年
版
か
ら
二
〇
一
七
―
一
八
年
版
ま
で
確
認
し
て
み
る
と
、
そ
の
説
明
の
仕
方
に
変
化
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
(
傍
線
は
筆
者
に
よ
る)
。
政
治
犯
を
収
容
す
る
刑
務
所
が
あ
る
こ
と
で
も
有
名
。(
一
九
八
七
―
八
八
年
版
〜
一
九
九
三
―
九
四
年
版)
政
治
犯
を
収
容
す
る
刑
務
所
が
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。(
一
九
九
四
―
九
五
年
版
〜
二
〇
〇
二
―
〇
三
年
版)
こ
こ
に
は
人
権
記
念
公
園
が
あ
る
。
こ
の
島
の
刑
務
所
に
無
実
の
政
治
犯
が
収
容
さ
れ
た
過
去
を
忘
れ
な
い
た
め
に
作
っ
た
公
園
で
…
…
(
二
〇
〇
三
―
〇
四
年
版
〜
二
〇
〇
四
―
〇
五
年
版)
154
写
真
一
二
人
権
記
念
公
園
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
一
部
(
撮
影：
筆
者)
過
去
に
は
二
・
二
八
事
件
後
に
国
民
党
が
本
省
人
に
対
し
て
行
っ
た
政
治
的
迫
害
、
白
色
テ
ロ
で
捕
ら
え
ら
れ
た
政
治
犯
や
反
政
府
運
動
の
活
動
家
を
収
容
し
た
緑
島
刑
務
所
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
現
在
刑
務
所
は
閉
鎖
さ
れ
、
跡
地
は
人
権
記
念
公
園
と
な
っ
て
い
る
。(
二
〇
〇
五
―
〇
六
年
版
〜
二
〇
一
六
―
一
七
年
版)
過
去
に
は
政
治
犯
や
反
政
府
運
動
の
活
動
家
を
収
容
す
る
刑
務
所
の
あ
る
流
刑
の
島
だ
っ
た
。
現
在
刑
務
所
は
閉
鎖
さ
れ
、
跡
地
は
人
権
記
念
公
園
と
な
っ
て
い
る
。(
二
〇
一
七
―
一
八
年
版)
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
―
〇
四
年
版
か
ら
｢
無
実
の｣
と
い
う
表
現
が
登
場
し
、
二
〇
〇
五
―
〇
六
年
版
か
ら
は
一
〇
年
以
上
、
白
色
テ
ロ
の
説
明
と
と
も
に
｢
迫
害｣
と
い
う
語
が
使
わ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
七
―
一
八
年
版
以
降
は
、｢
無
実｣
や
｢
迫
害｣
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
弱
め
ら
れ
、
単
に
｢
政
治
犯
や
反
政
府
運
動
の
活
動
家
を
収
用｣
と
な
っ
て
い
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
八
―
一
九
年
版
で
は
緑
島
人
権
文
化
園
区
の
項
目
が
新
設
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
も
｢
戒
厳
令
下
で
逮
捕
さ
れ
た
政
治
犯｣
と
い
う
記
述
で
あ
る
た
め
、｢
無
実｣
や
｢
迫
害｣
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
読
み
取
り
に
く
い
。
L
on
ely
P
la
n
et
に
は
、
二
〇
〇
一
年
版
か
ら
緑
洲
山
荘
がG
reen
Islan
d
L
odg
e
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
(
二
〇
一
一
年
版
以
降
は
現
地
に
整
備
さ
れ
た
案
内
板
の
訳
を
反
映
し
て
かO
asis
V
illa
と
さ
れ
て
い
る)
。
二
〇
〇
一
年
版
で
は
、
内
部
の
見
学
は
で
き
ず
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
と
案
内
さ
れ
て
い
る
が
、｢
若
い
世
代
に
台
湾
が
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
民
主
政
治
の
重
要
性
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
た
め
の
博
物
館
に
改
装
す
る
と
い
う
う
わ
さ
が
あ
る｣
と
い
う
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
二
四
一
頁)
。
二
〇
〇
四
年
版
で
も
、｢
旅
行
者
た
ち
は
窓
か
ら
何
と
か
し
て
内
部
を
一
目
見
よ
う
と
し
て
い
る｣
と
、
ま
だ
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
版
で
は
人
権
記
念
公
園
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
記
述
が
登
場
し
、｢
六
〇
〇
人
の
名
前
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
台湾探訪と二・二八事件・白色テロ (京)155
元
囚
人
た
ち
の
中
に
は
全
て
の
囚
人
を
忘
れ
な
い
た
め
に
他
に
二
万
人
の
名
前
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
信
じ
て
い
る
人
た
ち
も
い
る｣
と
記
さ
れ
て
い
る
(
一
八
九
頁)
。
二
〇
〇
七
年
版
で
初
め
て
、
元
囚
人
の
中
に
当
時
(
陳
水
扁
政
権)
の
副
総
統
で
あ
っ
た
呂
秀
蓮
(A
n
n
ette
L
u
)
や
作
家
の
柏
楊
(B
o
Y
an
g
)
が
い
た
と
い
う
情
報
と
共
に
、
緑
洲
山
荘
を
見
学
で
き
る
と
い
う
情
報
が
記
載
さ
れ
る
(
三
二
一
頁
、
二
〇
一
四
年
版
以
降
は
柏
楊
の
み)
。
二
〇
一
一
年
版
以
降
は
、
緑
島
人
権
文
化
園
区
の
名
称
が
掲
載
さ
れ
(
三
〇
六
頁)
、｢
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
は
陰
鬱
な
場
所
で
あ
る
た
め
、
先
に
こ
こ
を
訪
れ
て
か
ら
残
り
の
旅
を
も
っ
と
明
る
い
目
的
に
向
け
よ
う｣
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
記
さ
れ
て
い
る
(
三
〇
七
頁)
。
二
〇
一
七
年
版
で
は
、
海
岸
に
あ
る
ト
ー
チ
カ
(pillbox
)
が
不
服
従
な
囚
人
へ
の
仕
置
き
の
た
め
に
使
わ
れ
た
こ
と
も
解
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
島
で
亡
く
な
っ
た
囚
人
の
墓
地
で
あ
る
｢
第
十
三
中
隊｣
も
独
立
し
た
項
目
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
緑
島
の
紹
介
の
さ
れ
方
は
『
地
球
の
歩
き
方』
とL
on
ely
P
la
n
et
で
か
な
り
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
L
on
ely
P
la
n
et
で
は
、
既
に
二
〇
〇
七
年
版
で
緑
洲
山
荘
を
見
学
で
き
る
と
い
う
情
報
を
記
載
し
て
い
る
が
、『
地
球
の
歩
き
方』
で
は
｢
跡
地
は
人
権
公
園
に
な
っ
て
い
る｣
と
だ
け
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
間
、
そ
う
い
っ
た
施
設
の
見
学
に
興
味
を
も
つ
日
本
人
観
光
客
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
緑
島
人
権
文
化
園
区
の
名
称
が
登
場
す
る
の
も
、L
on
ely
P
la
n
et
が
二
〇
一
一
年
版
で
あ
る
の
に
対
し
、『
地
球
の
歩
き
方』
は
二
〇
一
八
―
一
九
年
版
で
あ
る
。
五
お
わ
り
に
以
上
、
本
稿
で
は
、
台
湾
の
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
述
を
検
討
し
な
が
ら
、
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そ
れ
ら
を
知
り
、
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
・
遺
構
の
状
況
を
紹
介
し
、
そ
う
い
っ
た
施
設
に
関
心
を
も
つ
も
の
の
事
前
に
詳
細
な
調
査
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
一
般
的
な
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
を
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
の
基
と
な
っ
た
報
告
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
三
部
｢
新
時
代
の
台
湾
研
究｣
の
中
で
行
わ
れ
た
た
め
、
今
後
の
台
湾
研
究
に
微
力
な
が
ら
貢
献
す
る
た
め
に
最
後
に
若
干
の
検
討
と
提
言
を
行
っ
て
、
本
稿
の
む
す
び
に
か
え
た
い
。
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
は
国
家
権
力
に
よ
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
そ
れ
を
国
際
的
に
周
知
す
る
重
要
性
が
高
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
国
際
的
に
周
知
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
外
国
人
観
光
客
が
展
示
や
遺
構
を
見
学
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
手
段
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
、
本
報
告
で
紹
介
し
た
施
設
・
遺
構
の
う
ち
、
台
北
二
二
八
紀
念
館
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
掲
載
状
況
が
比
較
的
良
好
で
あ
る
た
め
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
や
す
く
、
見
学
も
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
類
似
し
た
位
置
付
け
に
あ
る
二
二
八
国
家
記
念
館
、
お
よ
び
、
台
湾
の
歴
史
全
般
を
扱
う
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
外
国
人
観
光
客
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
は
低
い
。
今
後
よ
り
国
際
的
に
周
知
し
て
い
く
に
は
、
展
示
の
多
言
語
対
応
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
重
点
を
お
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
を
｢
感
じ
る｣
こ
と
の
で
き
、
し
か
も
台
北
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
景
美
人
権
文
化
園
区
は
、
日
本
お
よ
び
英
語
圏
の
代
表
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
現
状
と
し
て
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
緑
島
人
権
文
化
園
区
に
つ
い
て
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
面
か
ら
一
般
的
な
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
や
す
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
語
圏
の
代
表
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
継
続
的
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
バ
カ
ン
ス
期
間
中
に
長
期
滞
在
を
す
る
欧
米
人
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
で
あ
れ
ば
台
湾
滞
在
中
に
訪
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
対
し
て
、
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
ま
だ
日
が
浅
い
上
に
、
短
期
間
の
滞
在
で
主
要
な
観
光
地
を
効
率
よ
く
巡
る
と
い
う
一
般
的
な
日
本
人
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
で
は
、
最
初
か
ら
主
要
目
的
地
と
し
て
目
指
さ
な
い
限
り
、
緑
島
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
ろ
う
(
だ
か
ら
こ
そ
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
向
け
と
言
わ
れ
る
『
地
球
の
歩
き
方』
台湾探訪と二・二八事件・白色テロ (京)157
他
二
冊
の
み
に
し
か
、
緑
島
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い)
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
、
景
美
を
短
期
滞
在
者
向
け
、
緑
島
を
長
期
滞
在
者
向
け
に
重
点
を
お
く
と
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
景
美
で
あ
れ
ば
、
短
期
間
し
か
滞
在
し
な
い
日
本
人
観
光
客
で
も
訪
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
今
後
台
湾
を
訪
れ
る
可
能
性
の
あ
る
日
本
人
の
中
に
は
、
近
現
代
史
や
人
権
に
関
心
の
あ
る
人
々
も
少
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
に
旅
行
に
行
っ
た
と
き
に
｢
ベ
ル
リ
ン
・
ユ
ダ
ヤ
博
物
館｣
に
立
ち
寄
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
｢
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
博
物
館｣
を
訪
れ
る
よ
う
な
人
々
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
は
日
本
で
も
学
校
教
育
等
で
得
ら
れ
る
が
、
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
に
つ
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
人
々
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
台
湾
に
旅
行
に
行
く
機
会
を
得
た
と
し
て
、
二
・
二
八
事
件
や
白
色
テ
ロ
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
台
湾
観
光
に
関
す
る
日
本
語
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
現
状
は
残
念
な
状
況
で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
。
日
本
語
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
『
地
球
の
歩
き
方』
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
が
写
真
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、L
on
ely
P
la
n
et
に
比
べ
る
と
文
字
の
情
報
量
が
少
な
く
(
文
字
情
報
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
がL
on
ely
P
la
n
et
の
特
徴
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が)
、
名
所
・
旧
跡
の
背
景
情
報
が
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
執
筆
の
た
め
の
調
査
で
多
く
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
取
っ
た
が
、
雑
貨
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
友
人
同
士
で
の
海
外
旅
行
に
積
極
的
な
女
性
を
主
た
る
読
者
層
と
設
定
し
た
と
思
わ
れ
る
情
報
が
多
め
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
商
業
出
版
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
雑
貨
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
さ
ほ
ど
関
心
が
な
く
、
名
所
・
旧
跡
の
背
景
知
識
を
欲
す
る
(
筆
者
の
よ
う
な)
人
々
も
台
湾
に
旅
行
に
行
く
の
で
、
そ
う
し
た
読
者
層
を
想
定
し
、
二
・
二
八
事
件
や
白
色
テ
ロ
を
含
む
台
湾
の
近
現
代
史
に
関
す
る
場
所
を
巡
る
た
め
に
便
利
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
統
治
期
の
歴
史
に
関
心
を
も
っ
て
観
光
を
す
る
日
本
人
観
光
客
は
一
定
数
い
る
よ
う
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
そ
の
後
の
歴
史
に
も
関
心
を
も
て
る
よ
う
な
｢
仕
掛
け｣
が
で
き
れ
ば
成
功
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
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白
色
テ
ロ
は
近
現
代
に
お
け
る
国
家
権
力
に
よ
る
重
大
な
人
権
侵
害
と
い
う
意
味
で
、
日
本
に
お
け
る
治
安
維
持
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
特
別
高
等
警
察
に
よ
る
言
論
弾
圧
と
共
通
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
治
安
維
持
法
関
係
の
常
設
的
な
展
示
は
な
い
。
そ
れ
自
体
問
わ
れ
る
べ
き
課
題
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
問
題
に
関
心
の
あ
る
日
本
人
は
、
二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
に
関
す
る
施
設
を
訪
れ
て
展
示
を
見
学
し
、
そ
こ
か
ら
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
種
の
｢
類
推｣
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
台
湾
の
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ
の
関
連
施
設
は
、
日
本
の
負
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
欠
け
て
い
る
ピ
ー
ス
を
補
う
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
に
な
り
う
る
と
い
う
点
で
も
意
義
を
も
つ
。
【
付
記
】
本
稿
は
、
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
学
術
講
演
会
・
日
台
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢
台
湾
史
研
究
の
軌
跡
と
展
望｣
(
二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日
於
中
京
大
学)
で
の
報
告
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
後
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
大
幅
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。
必
要
な
写
真
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
檜
山
幸
夫
、
小
坂
田
裕
子
、
鈴
木
哲
造
各
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
註
(
１)
一
般
社
団
法
人
中
央
調
査
社
｢
台
湾
に
対
す
る
意
識
調
査
報
告
書
(
二
〇
一
七
年
一
二
月)｣
。
(
２)
全
て
が
国
立
国
会
図
書
館
に
納
本
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
最
も
古
い
版
は
一
九
八
七
―
八
八
年
版
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
毎
年
出
版
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
内
容
を
み
る
限
り
、
実
質
的
な
改
訂
は
二
年
に
一
度
の
よ
う
で
あ
る
。
(
３)
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
に
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
名
古
屋
店
に
て
調
査
。
そ
の
後
、
国
立
国
会
図
書
館
で
補
充
的
に
調
査
を
行
っ
た
。
(
４)
A
m
azon
.co.jp
に
て
入
手
可
能
な
も
の
を
収
集
。
結
果
と
し
て
、
二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
一
一
、
二
〇
一
四
、
二
〇
一
七
年
版
、
お
よ
び
、
一
九
八
五
年
出
版
の
韓
国
・
台
湾
版
が
入
手
で
き
た
。
半
ば
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
一
九
八
五
年
版
に
は
二
・
二
八
事
件
関
係
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
(
５)
二
〇
〇
三
―
〇
四
年
版
の
｢
台
湾
の
歴
史｣
(
三
三
一
〜
三
三
二
頁)
の
記
述
を
引
用
す
る
。｢
台
湾
小
史｣
か
ら
細
か
な
点
は
改
訂
さ
れ
て
台湾探訪と二・二八事件・白色テロ (京)159
い
る
が
、
論
旨
は
同
一
で
あ
る
。
(
６)
被
害
者
と
な
っ
た
知
的
エ
リ
ー
ト
に
は
法
曹
も
多
く
、
当
時
か
ら
法
曹
界
に
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
た
中
央
大
学
の
卒
業
生
が
一
〇
名
以
上
い
る
と
い
う
。
中
央
大
学
の
松
野
良
一
教
授
は
、
こ
の
点
に
着
目
し
、
中
央
大
学
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
専
攻
す
る
現
役
学
生
が
中
央
大
学
の
卒
業
生
の
被
害
者
の
家
族
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。
松
野
良
一
(
二
〇
一
六)
｢
『
台
湾
二
二
八
事
件
と
中
央
大
学
卒
業
生』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
受
難
者
家
族
の
証
言
概
要｣
『
総
合
政
策
研
究』
二
四
号
、
四
七
〜
七
〇
頁
。
(
７)
郭
振
純
(
二
〇
一
〇)
｢
煉
獄
の
彼
方
私
の
歩
い
た
道
(
第
八
回)｣
『
月
刊
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ』
二
〇
一
〇
年
二
月
号
、
九
五
〜
九
九
頁
。
(
８)
｢
台
湾
い
と
し
こ
い
し｣
(h
ttps://taiw
an
itosh
ik
oish
i.localin
fo.jp/posts/958504
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス)
、
津
田
邦
宏
(
二
〇
一
五)
『
私
の
台
湾
見
聞
記
歩
き
考
え
た
｢
国
の
か
た
ち｣』
高
文
研
、
一
三
五
〜
一
三
七
頁
。
(
９)
郭
氏
が
床
に
拡
げ
て
い
る
の
は
、
看
守
の
目
を
盗
ん
で
新
聞
紙
と
シ
ャ
ツ
の
生
地
等
か
ら
作
ら
れ
た
、
就
寝
用
の
敷
具
兼
文
机
の
脚
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
郭
振
純
(
二
〇
一
〇)
｢
煉
獄
の
彼
方
私
の
歩
い
た
道
(
第
二
〇
回)｣
『
月
刊
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ』
二
〇
一
一
年
二
月
号
、
一
〇
五
〜
一
〇
九
頁
。
(
)
｢
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
タ
イ
ワ
ン
建
国
運
動
家
郭
振
純｣
『
月
刊
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ』
二
〇
〇
九
年
六
月
号
、
郭
振
純
(
二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
二)
｢
煉
獄
の
彼
方
私
の
歩
い
た
道
(
全
四
一
回)｣
『
月
刊
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ』
二
〇
〇
九
年
七
月
号
〜
二
〇
一
二
年
一
二
月
号
。
(
)
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
法
務
部
矯
正
署
管
轄
の
刑
務
所
｢
緑
島
監
獄｣
も
あ
る
。
(
)
残
さ
れ
て
い
た
ラ
ジ
オ
放
送
の
案
内
表
示
(
Ｆ
Ｍ
大
阪
や
朝
日
放
送
な
ど
の
関
西
の
放
送
局)
に
気
づ
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
の
航
路
に
は
昔
大
阪
湾
で
走
っ
て
い
た
船
舶
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
お
そ
ら
く
航
路
が
廃
止
さ
れ
て
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
阪
湾
の
航
路
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
京
俊
介
(
二
〇
一
七)
｢
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
減
少｣
『
八
事』
三
三
号
、
四
八
〜
五
五
頁
。
(
)
写
真
八
は
｢
精
誠
團
結
擁
護
政
府
自
力
更
生
奮
発
圖
強｣
、
写
真
九
は
｢
臺
獨
即
臺
毒
共
産
即
共
惨｣
と
書
か
れ
て
い
る
。
(
)
郭
振
純
(
二
〇
一
〇)
｢
煉
獄
の
彼
方
私
の
歩
い
た
道
(
第
三
二
回
〜
最
終
回)｣
『
月
刊
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ』
二
〇
一
二
年
三
月
号
〜
二
〇
一
二
年
一
一
月
号
。
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光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
地
球
の
歩
き
方
台
湾』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社
、
各
年)
L
on
ely
P
la
n
et
T
a
iw
a
n
(L
on
ely
P
lan
et
P
u
blication
s,
2001,
2004,
2007,
2011,
2014,
an
d
2017)
【
台
湾
版
】
『
＆
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
台
湾
二
〇
一
九』
(
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
八
年)
『
台
湾
完
全
版
二
〇
一
九』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
八
年)
『
タ
ビ
ト
モ
台
湾
高
雄
・
台
南
・
花
蓮
・
台
北』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
八
年)
『
ト
ラ
ベ
ル
デ
イ
ズ
台
湾』
(
昭
文
社
、
二
〇
一
二
年)
『
地
球
の
歩
き
方
ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ｏ
台
湾
二
〇
一
九
―
二
〇』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社
、
二
〇
一
八
年)
『
地
球
の
歩
き
方
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ハ
ン
デ
ィ
台
湾
の
歩
き
方
二
〇
一
九
―
二
〇』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社
、
二
〇
一
八
年)
『
ま
っ
ぷ
る
台
湾
一
九』
(
昭
文
社
、
二
〇
一
八
年)
『
ラ
ラ
チ
ッ
タ
台
湾』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
八
年)
『
る
る
ぶ
台
湾
一
九』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
七
年)
『
わ
が
ま
ま
歩
き
台
湾
[
第
一
一
版]』
(
実
業
之
日
本
社
、
二
〇
一
七
年)
【
台
北
版
】
『
こ
と
り
っ
ぷ
海
外
版
台
北』
(
昭
文
社
、
二
〇
一
四
年)
『
こ
と
り
っ
ぷ
海
外
版
も
っ
と
台
北』
(
昭
文
社
、
二
〇
一
五
年)
『
ソ
ロ
タ
ビ
台
北』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
八
年)
『
タ
ビ
ト
モ
台
北』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
七
年)
『
地
球
の
歩
き
方
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
台
北』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社
、
二
〇
一
五
年)
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『地
球
の
歩
き
方
ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ｏ
台
北
二
〇
一
八
―
一
九』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社
、
二
〇
一
七
年)
『
ハ
レ
旅
台
北
[
改
訂
版]』
(
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
七
年)
『
ま
っ
ぷ
る
台
北
一
九』
(
昭
文
社
、
二
〇
一
八
年)
『
Ｍ
ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
台
北』
(
昭
文
社
、
二
〇
一
八
年)
『
ラ
ラ
チ
ッ
タ
台
北』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
八
年)
『
る
る
ぶ
台
北
一
九』
(
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
八
年)
『
わ
が
ま
ま
歩
き
台
北
[
第
四
版]』
(
実
業
之
日
本
社
、
二
〇
一
六
年)
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